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研究調査報告書要旨

持続可能な観光の実現のための
ASEANと日本の連携に関する調査研究
報告書ASEAN・インド地域の運輸・観光分野における安全・安心の向上のための調査研究
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１．調査目的
　観光を取り巻く環境は、2022年の国際観光客が前年比4億6200 万人増の9億1700万人（前年比101.5％増）となり、新型コロナウイルス感染症に伴う旅行需要の減少は2020 年を底に回復傾向にある。このような中、東南アジアの更なる観光分野の成長が期待されるクルーズ振興について、世界のクルーズ人口は2019 年2970 万人から2021 年480 万人にまで落ち込んだが、2022 年は2040 万人まで急回復し、2023 年3170 万人となり、その後順調に推移していくと見込まれている。多数のビーチリゾートが存在する東南アジアにおいて、コロナ感染症以前から顕在化していた主要観光地におけるオーバーツーリズムの克服や地方観光地の活性化、ひいては持続可能な観光の実現が今後ますます重要となっていくと考えている。
観光のもたらす恩恵は、経済効果、雇用創出、知名度の向上などが挙げられる。他方、過度な観光客の集中は、騒音・マナー違反、交通混雑、家賃高騰、環境破壊などの問題を引き起こす。2023 年度までのシンポジウムや調査を通じて、1）旅行商品の改善、2）マーケティングの高度化、3）交通接続性の改善などにより、地方誘客、観光の高付加価値化を行い、持続可能な観光を実現することが重要であるとの一定の結論を得ている。また今後、タイとのワーキンググループ立ち上げや、フィリピンとの更なる協力強化を通じて、検討を加速させていくこととしている。
更に、2023 年は日ASEAN 友好協力50 周年であり、10 月に日ASEAN 観光大臣特別対話が行われ、アジア地域における持続可能な観光モデルを日本主導で発信して相互交流の促進を図ることなどが議論されたところである。そこで2024 年度、ASEAN 地域の特定国を対象として個別課題の調査と持続可能な観光の実現に向けたASEAN と日本の連携に関する調査を行う。また、有識者（行政機関、学識経験者、事業者等を想定）の検討会等を通じて上記の方向性に沿った検討を更に深めることにより、具体的な対応策を検討し、関係者へのフィードバックを行う。さらに国際シンポジウムを開催し、課題・解決策について議論を行った上で本事業の成果について広くASEAN 各国での共有を図っていく。

２．調査内容及び結果
(1) 個別課題の調査
国際社会では1990年代以降、地球温暖化対策や開発分野における国際社会の共通目標を定める動きが加速し、2015年に国連で「持続可能な開発目標（SDGs）」が採択された。
近年、観光分野では、持続可能な観光に向けた取り組みの重要性に対する理解が進み、各国で様々な取り組みが推進されているところであるが、取り組みを進める上で、旅行者の集中によるオーバーツーリズムの問題が発生し、交通渋滞や混雑、ごみ問題、生態系や文化資源への影響などの地域によりさまざまな課題や問題点に直面している場面もある。
運輸総合研究所では、持続可能な観光の実現に向けた取り組みを加速させ、実効性のある取り組みに資するよう、2023年度のタイ及びベトナムでのシンポジウムを踏まえ、そこで得られた課題・解決策のASEAN地域での適用可能性を探るため、ASEAN地域及び南アジア地域のうち３か国（タイ、ベトナム、インド）において持続可能な観光の実現に向けた調査を行った。
　3カ国の持続可能な観光に関する政策の情報収集について、持続可能な観光に関する各国・地域の政策を整理し、観光分野でたびたび課題として取り上げられている①地方分散、②環境・文化財の保護と観光の両立、③観光分野におけるカーボンニュートラルの３つを主要課題として仮定しデスク調査、ヒアリング調査を行った。
　持続可能な観光をめぐる３カ国の基礎情報（GDP、国際旅行動向）、政策（推進体制、計画）主要課題及び取組事例について整理した。

(2) 検討ワーキンググループ
① 第2回 日タイ観光ワーキンググループ
② 第3回 日タイ観光ワーキンググループ
2022年2月、タイ王国観光・スポーツ省と共催で「『コロナ後』に挑む観光の変革～日タイ両国は質の高い観光に向けどのように取り組んでいくべきか～」と題してシンポジウムを開催。 宿利運輸総合研究所会長及びピパット観光・スポーツ大臣（当時）は、相互理解の推進、相互交流の拡大、持続可能な観光の実現に向けて、シンポジウムで提起された各論点を更に深く議論していくため、日タイ観光ワーキンググループ（以下「日タイ観光WG」という）の設置に合意し、2023年12月、観光庁を含む関係者の皆様の協力を得て、第1回目のワーキンググループを開催。 2024年度には、第2回、3回、4回の合計3回のワーキンググループを実施した。事務局であるJTTRI-AIROとタイ観光スポーツ省等との話し合いのもと決定され、両国で関心の高いテーマとして、本格的に議論を行った第2回では「国と地方のアイデンティティ・地方への観光客誘致のための原動力～日タイにおける戦略的取組とベストプラクティスについて～」、第3回では「地域主体の観光振興について～コミュニティベースドツーリズム（CBT）のベストプラクティスに関する意見交換～」について日タイ双方の有識者が議論を行った。ワーキンググループでの議論を通じて、日タイに留まらずASEAN全体に貢献できるようなアウトプット作成を今後も検討していく。

③第2回 日越観光・人的交流イベント 日越観光
ワークショップ 
2023年10月にベトナム・ハノイで開催した観光シンポジウムでは、日本とベトナム両国における持続可能な観光に向けて、「主要観光地におけるオーバーツーリズムの克服及び地方観光地の活性化」を議論した。第2弾となる本イベントでは、日本・ベトナム両国が文化遺産を保存しながら観光資源として活用するための現状、課題、取組みを紹介し、意見交換を行った。観光客を魅了する自然や文化を豊富に有する日本とベトナム両国にとって、文化遺産の保存と観光開発の両立は重要な課題の一つ。　本イベントでの議論を通じて、持続可能に配慮した質の高い観光の実現、さらには文化、学術など幅広い分野での国際的な人的交流の充実・拡大に貢献することを目指す。

　
(3) 国際シンポジウム開催
  これまでに開催した日タイ観光WGでは両国の関心の高いテーマについて情報共有や意見交換を行ってきた。これらのテーマにおける持続可能な観光の実現に向けた課題は、両国のみならず、広くアセアンや南インド地域等各国に共通する課題である。今回はこれまでの議論の総括に加え、両国の域を超えたアセアンや南インド地域等における観光の現状や今後のトレンド、日タイ観光WGにおいて今後取り上げるべきテーマに関する両国の観光有識者らによる意見交換を通じて、地域資源を活用した高付加価値な観光地・観光産業の実現に向けた対応策を探った。

３．総括
　国際社会では1990年代以降、地球温暖化対策や開発分野における国際社会の共通目標を定める動きが加速し、2015年に国連で「持続可能な開発目標（SDGs）」が採択された。これを契機に観光分野においても持続可能な観光について更なる議論が行われているところである。
現在、観光分野において「持続可能な観光」というキーワードは世界的に定着してきており、各国の観光政策にも反映され、持続可能な観光を推進している。しかしながら、国際社会を取り巻く社会・経済・環境の急速な変化に適応しながら持続可能な観光を推進していく必要があるが、中長期的な期間で設定している政策や各種計画、予算への即反映が難しい場合もある。持続可能な観光を推進するためには、より多くの方がその考え方を理解し、政策、戦略、計画等に反映しながら取り組まれるとともに、旅行者を含む多くの方の持続可能な観光に対する理解の浸透、そして具体的な取組手法を実践に移せる人材を増やしていくことにより一層取り組んでいく必要があると考える。また、民間企業に積極的に取り組んでもらうためには、いかにビジネスベースになることを考慮して行けるかも一つの鍵になると考えられる。
本調査における、各国が抱える持続可能な観光を推進する上での共通する主要課題は、地方分散、環境・文化財の保護と観光の両立、観光分野におけるカーボンニュートラル、地方へのインフラやアクセスが上げられる。また国によって例えば、ベトナムの排水処理やごみ処理問題、インドの安全性・ 安問題と言った社会な基礎課題が持続可能な観光に大きく影響を及ぼす点も考慮に入れながら取組を進める必要があると考える。
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